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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
田
市
実

施
委
員
会
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
早
野

宏
史
さ
ん
（
＝
写
真
）
を
お
招
き
し
、

青
少
年
サ
ッ
カ
ー
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分

３０

４５

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル　

○
定
員　

８
５
３
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
参
加
希
望
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
入
場
希
望

人
数
（
１
枚
３
人
ま
で
）
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書

い
て
、
６
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

２５

に
福
祉
総
務
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、

１９４

中
町
１

－　

－　
、
11
７
２
４
・
２
５

２０

２３

３
７
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
車
い
す
使
用
者
な
ど
介
助
者
が
付
き

添
う
場
合
に
は
介
助
者
人
数
を
明
記
し

て
下
さ
い
。

※
講
演
会
は
、
手
話
通
訳
及
び
字
幕
で

も
ご
案
内
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
民
生
活

の
充
実
と
、
活
力
あ
る
市
民
文
化
都
市

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
さ
ら
に
幅
広
く

質
の
高
い
文
化
活
動
や
、
国
際
交
流
活

動
の
充
実
を
願
う
声
が
強
く
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
の
管
理
や

文
化
公
演
事
業
を
行
っ
て
い
た
「
町
田

市
文
化
振
興
公
社
」
と
市
民
と
外
国
人

の
方
と
の
友
好
親
善
事
業
を
行
っ
て
い

た
「
町
田
国
際
協
会
」
を
統
合
し
、
よ

り
発
展
し
た
活
動
を
図
る
た
め
、
４
月

１
日
付
け
で
「
財
団
法
人
町
田
市
文
化

・
国
際
交
流
財
団
」
を
設
立
し
ま
し

た
。

　

財
団
で
は
、
民
間
の
経
営
感
覚
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
や
芸
術
の
発
信

基
地
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー

ト
や
演
劇
、
伝
統
文
化
の
継
承
事
業
な

ど
の
主
催
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
委
託
し
た
市
民
ホ
ー
ル

の
維
持
管
理
や
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
会
議
室
の
貸
出
な
ど
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外

国
人
と
市
民
と
の
国
際
交
流
の
場
と
し

て
市
民
の
自
発
的
な
活
動
や
交
流
活
動

が
行
わ
れ
る
よ
う
国
際
化
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
町
田
市
民
ホ
ー
ル
〉

住
所　

森
野
２－

２－

　
３６

11
７
２
８
・
４
３
０
０

〈
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
〉

住
所　

原
町
田
４－

９－

８
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
内

11
７
２
２
・
４
２
６
０

　

地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
地
球
規
模
の

問
題
か
ら
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
の
よ
う
な
身
近
な
問
題
に
至
る
ま

で
、
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

事
業
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
現
在

の
社
会
そ
の
も
の
を
変
革
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

量
消
費
に
依
存
し
な
い
社
会
づ
く
り
が

重
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
環
境
を
大
切
に
し
よ
う
と
考

え
、
環
境
に
配
慮
し
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
、
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

●
６
月
は
環
境
月
間
で
す 

　

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
こ

れ
ま
で
の
暮
ら
し
を
見
直
し
、
環
境
に

や
さ
し
い
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
環
境
重
点
配
慮
指
針
（
町
田
発
！
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）を
配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
環
境
に
配
慮
す
る
際
の
指

針
と
な
る
、
「
環
境
重
点
配
慮
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　

自
動
車
利
用
、
買
い
物
、
緑
地
の
保

全
や
農
業
、
ま
ち
を
汚
さ
な
い
、
環
境

問
題
を
学
ぶ
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
た
め
の
行
動
例
や
行
動
で
き
た
際

の
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

環
境
重
点
配
慮
指
針
は
市
役
所
１
階

市
民
相
談
室
、
中
町
分
庁
舎
１
階
市
政

情
報
課
、
森
野
分
庁
舎
１
階
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ

ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
文

化
セ
ン
タ
ー
、
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
環
境
を
考
え
る
都
民
の
つ
ど
い

　

東
京
都
で
は
、
６
月
４
日
午
後
１

時
か
ら
、
都
庁
大
会
議
場
で
、
「
平
成

　

年
度
環
境
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

１６を
開
催
し
ま
す
。

□問
 

東
京
都
環
境
局
総
務
部
企
画
調
整
課

広
報
担
当
（
11　

・
５
３
８
８
・
３
４

０３

３
６
）

町
田
市
子
育
て
情
報
誌

「「
のの
びび
っっ
ここ
」」
で
き
ま
し
た

□問
子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３
８

　

健
康
課
主
催
の
３
〜
４
か
月
児
健
康

診
査
時
に
お
配
り
し
て
い
る
「
の
び
っ

こ
」
が
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
参
考
に

し
て
下
さ
い
。

２００３年度河川調査結果〈２００３年度平均値〉（表１）
BOD（mg/l）pH調　査　地　点
８以下６．０～８．５境川環境基準値
０．５７．２風戸橋
２．１７．７二国橋
４．５７．６稲荷橋
４．１７．９坂本橋
５．３８．０高橋
３．３７．６根岸橋
２．４７．８檜橋
２．２７．９境橋
１．９７．５鶴間橋
１．７７．４鶴間一号橋
５以下６．５～８．５恩田川環境基準値
２．２７．７稲荷坂橋
１．０８．０三蔵寺橋
１．１８．７都橋
８以下６．０～８．５鶴見川環境基準値
１．２７．７桜橋
１．５７．７猪の堰
２．３７．８鶴見橋
１．９７．８袋橋
２．０７．６下川戸橋
２．０８．２岡上橋
１．６８．０四ツ木橋

※車道等の通常生活していない場所については環境基準が適用されないため、比較参考とします。

テトラクロロエチレン
（mg/m3）

トリクロロエチレン
（mg/m3）

ベンゼン
（mg/m3）

二酸化いおう
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

一酸化炭素
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）測　定　項　目

合否１年平均値合否１年平均値合否１年平均値合否１時間値の最高値１日平均値合否１時間値の最高値合否１日平均値合否８時間値の最高値合否１日平均値合否１日平均値測　定　地　点

○０．０００２４○０．０００８７×０．００３１---○０．０３２○０．０１５○０．９○０．８○０．０２８大戸交差点
○０．０００３８○０．００１２○０．００２４---○０．０４９○０．０１６○０．８○０．６○０．０２８小山交差点
○０．０００３８○０．００１２×０．００３８---○０．０６４○０．０１９○１．６○１○０．０３８根岸交差点
○０．０００３７○０．０００９９○０．００３---○０．０６９○０．０１９○１．３○０．９○０．０３４多摩丘陵病院バス停
○０．０００５○０．００１２×０．００３９---○０．１２○０．０３２○１．３○０．９○０．０３５袋橋交差点
○０．０００５１○０．００１６×０．００５---○０．１０８○０．０３５○２．１○１．３○０．０４１鶴川駅東口交差点
○０．０００３９○０．００１２×０．００６---○０．１０１○０．０３１○２．４○１．３○０．０３６今井谷戸交差点
○０．０００６４○０．００１４×０．００３６---○０．０５５○０．０２６○１．６○１．１○０．０４８小田急線町田駅前
○０．０００５○０．００１５×０．００５２---○０．０６７○０．０２９○２．６○１．４○０．０３７成瀬センター前交差点
○０．０００６２○０．００３×０．００５３○０．００８０．００５○０．０８○０．０２８○２．１○１．２○０．０４９国道２４６号大和バイパス

０．２以下０．２以下０．００３以下０．１以下０．０４以下０．２０以下０．１０以下２０以下１０以下０．０６以下環　境　基　準

　

市
で
は
、
毎
年
河
川
調
査
及
び
道
路

交
差
点
等
に
お
け
る
大
気
質
調
査
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
市
内
大
気
等
環
境
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三
年
度

の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
３
河
川
（
境
川
、
鶴
見

川
、
恩
田
川
）
の
水
質
調
査
を
、
年
４

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
工
場
や
家
庭
か
ら
の

排
水
等
に
よ
る
河
川
の
汚
濁
状
況
を
把

握
し
、
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
結
果
】
（
表
１
）

　

ｐ
Ｈ
に
つ
い
て
は
、
境
川
、
鶴
見
川

と
も
に
全
て
の
地
点
で
環
境
基
準
値
の

範
囲
内
で
し
た
。
恩
田
川
で
は
、
１
地

点
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
排
水
に
よ
る
影
響
で
は
な
く
、

水
中
の
緑
藻
類
の
光
合
成
に
よ
る
炭
酸

同
化
作
用
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
値

を
超
え
た
地
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
流
域
に
下
水
道
が
普
及
し
て
い
な

い
中
流
域
に
お
い
て
、
他
の
地
点
と
比

べ
総
じ
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
が
高
い
こ
と
が

共
通
す
る
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

市
内
の
主
要
幹
線
道
路
交
差
点
等
に

お
け
る
環
境
大
気
質
調
査
を
年
に
１

回
、
冬
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
自
動
車
等
の
移
動
発

生
源
に
よ
る
大
気
汚
染
状
況
を
把
握

し
、
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

【
調
査
結
果
】
（
表
２
）

　

ベ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
、
小
山
交
差
点

と
多
摩
丘
陵
病
院
バ
ス
停
付
近
を
除
い

た
８
測
定
地
点
で
環
境
基
準
（
０
・
０

０
３
�
／
�
）
を
超
過
し
た
値
（
０
・

０
０
３
１
�
／
�
〜
０
・
０
０
６
０
�

／
�
）
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
環
境
基
準
項
目
（
二
酸
化

窒
素
、
一
酸
化
炭
素
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
、
二
酸
化
い
お
う
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）

で
は
環
境
基
準
を
超
過
し
た
値
は
観
測

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
気
、
土
壌
と
も
に
環
境
基
準
値
以

下
で
し
た
。

【
調
査
結
果
】
（
表
３
、
４
）

　

○
大
気
環
境

　

環
境
基
準
（
０
・
６　

‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／

pg

�
）
以
下
で
し
た
。

　

○
土
壌
環
境

　

環
境
基
準
（
１
０
０
０　

‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ

pg

／
ｇ
）
以
下
で
し
た
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

大
気
質
調
査
結
果

河

川

調

査

結

果

測定結果

０４年２月３～１０日１１月１４～２１日８月２２～２９日６月２０～２７日採取場所／採取日
０．０７９pg-TEQ/m3０．１１ pg-TEQ/m3０．０５４pg-TEQ/m3０．０６１pg-TEQ/m3鶴間会館
０．０７７pg-TEQ/m3０．１２ pg-TEQ/m3０．１４ pg-TEQ/m3０．１５ pg-TEQ/m3市役所
０．０５０pg-TEQ/m3０．０７８pg-TEQ/m3０．０６７pg-TEQ/m3０．０４５pg-TEQ/m3小山センター

２００３年度大気環境調査結果（表３）
測定結果

８月２８日採取場所／採取日

７８pg-TEQ/g民権の森

２００３年度土壌環境調査結果（表４）

２００３年度２００３年度
河川河川・大気質・・大気質・
ダイオキシン類ダイオキシン類
に関するに関する
市内大気等市内大気等
調査結果調査結果

第５４回

「社会を明るく
する運動」
記念講演会

境境川川水水系系のの
ココイイのの持持ちち出出しし禁禁止止ににつついいてて
境川のコイからコイヘルペスウイル
ス（ＫＨＶ）病が確認されました。
　このコイヘルペスウイルス病は、
コイ（マゴイ・ニシキゴイ）だけに
かかる病気で他の魚や人に感染する
ことはなく、仮に感染したコイを食
べても人体に影響はありませんが、
境川のコイを持出したり、他の河川
等へコイを放流しないで下さい。
　現在、都内のすべての河川でのコ
イの放流・移植・持出しが禁止され
ています。
　なお、市内河川等で死んだコイを
見つけた時は次の所に連絡して下さ
い。
東京都産業労働局水産部水産課

（11０３・５３２０・４８４７）
町田市環境・産業部環境保全課

（11７２４・２７１１）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に

関
す
る
市
内
大
気
等

環
境
調
査
結
果

備　考
ｐＨ
水素イオン濃度のこと
で、中性が７．７より小
さいほど酸性が強く、
大きいほど（１４まで）
アルカリ性が強い。
ＢＯＤ
生物化学的酸素要求量
のことで、水中の有機
物が微生物によって一
定時間内に分解される
ときに必要な酸素量。
数値が高いほど汚濁が
ひどい。

２００３年度大気質調査結果（表２）�２００３年１２月１０日～１１日の２４時間実施
�２００３年４月、７月、１０月、２００４年１月実施


